


































































校章程 （学則） は 「本校は、演劇芸術を研究し、実用的な演劇人材を養成し、














































る。『劇専十四年』 所収 「歴届演出劇目統計」 によれば、国立劇専は十四年間
に九十一回の公演を行っている。 （学内の実習公演や外部の演劇祭参加、旅行公演は
除く） その内容をみると、戦争勃発以前の第十三回公演 （一九三七年六月 『ベニ
スの商人』） までは翻訳・翻案劇九、創作劇四と圧倒的に翻訳翻案劇が優勢で
あった。翻案劇は、外国演劇の筋はそのままに、地名、人名を中国に置き換え




　それが、抗日戦争期の第十四回公演 （一九三七年九月） から第七十七回公演 
（一九四五年七月） には、翻訳翻案劇十八・五、創作劇四十二・五と創作劇が翻
訳翻案劇を倍以上上回っている。（端数になっているのは、創作劇と翻訳劇を両方























































































　第二回は、一九三八年七月一日～四日の 『オセロ』 （《奥賽羅》） で、演出は余
上沅。重慶・国泰大戯院で上演された。第二十回公演で、第二回卒業公演でも
あった。



































































































































































　＊ 「　」 『　』 は日本語文献を、《　》は中国語文献を指す
1） 話劇が確立して以降、民国期には国立劇専を除いてシェイクスピア上演劇団は
すべて一回しかシェイクスピアを上演していない。瀬戸宏 「中国のシェイクス
ピア受容略史」 （『シアターアーツ』 11期　二〇〇〇・一） 参照。










4） 主に張道藩《酸甜苦辣的回味》 （台湾・伝記文学出版社　民国五七年） に附され
た 「張道藩先生事略」 （無署名） による。




高校出版社　二〇〇六収録） ほか。瀬戸宏 『中国演劇の二十世紀』 （東方書店　
一九九九） にも指摘がある。
9） 《三年制課程説明》 （《国立戯劇学校一覧》） より。この資料は《中国現代話劇教育
〔44〕　中国文学研究　第三十二期
史稿》にも全文転載されている。
10） 筆者が近現代演劇研究会 （日本演劇学会分科会） で関連報告をした際の日本の大
学の演劇専攻関係者の発言による。
11） 《劇専十四年》収録の朱琨《劇専学習漫記》
12） 曹樹鈞、孫福良 《莎士比亜在中国舞台上》 （哈尓浜出版社　一九八九）









 西村正男 「陰鬱なドン・キホーテ」 （『東方学』 九五集　一九九八）
14） 河竹登志夫は 「『ベニスの商人』 はシェイクスピア作中最高の人気作だった。現
在はあるいは 『ハムレット』 に最多上演記録を譲っているかもしれないが、私




















 余上沅《我们为什么公演莎氏剧》( 一九三七 . 六 . 一八 )
 达波《关于莎士比亚剧作的上演》( 一九三七 . 六 . 一八 - 六 . 二五）











明記がないが、初出は天津《大公報》文芸副刊第 81期、1934年 7月 4日 （影印
版第一二一冊）。
20） 「・・・日本のこの時期の 『ベニスの商人』 受容には、ユダヤ人に理解を示した
もの、ユダヤ人を描いたことを最大の特徴とするものは少ない。」 河竹登志夫
『比較演劇学』 （南窓社　一九六七）
21） 西村正男 「陰鬱なドン・キホーテ」 （『東方学』 九五集　一九九八） がこの問題
を論じている。
22） “十七年”の時期に上演されたシェイクスピアは、『ロミオとジュリエット』 （中
央戯劇学院 1956、1961）、『から騒ぎ』 （上海戯劇学院 1957、上海青年話劇団
1961）、『十二夜』 （北京電影学院 1957、上海電影演員劇団 1959、上海電影専科学
校 1960） の三作に過ぎない。瀬戸宏 「中国のシェイクスピア受容略史」、孟憲強
《中国莎学簡史》参照。文革期にシェイクスピアがまったく上演されなかったこ
とはいうまでもない。
23） 《莎士比亜全集》 （人民文学出版社　一九七八） 全十一巻。
